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「自家不和合性」とは、 

花粉管 

雌しべ 
胚珠 

「自家不和合性」と「雌雄性」のふしぎ 

 1本の木、だけでは果実ができない！？ 

自分の花粉じゃ 
受精できないの？ 

植物にも性別があるの？ 

雄しべ 

花粉 自分の花粉 他人の花粉 

花粉管が止まる！ 
→受精ＮＧ 
（果実ができない） 

花粉管が伸びる！ 
→受精ＯＫ 
（果実ができる） 

自分の花粉では、受精できない 
りんご、なし、さくらんぼ、プラム、うめ、オレンジ、い
ちご、ブルーベリー など 

「雌雄性」とは、 

カキ、キウイフルーツ、パパイヤ、イチョウ、アスパ
ラガス、ホウレンソウ など 

オス個体とメス個体が存在 

Ｑ. なぜ「他人」が必要なのか？？ 

＜さくらんぼの受粉作業＞ 

Ａ.「遺伝的多様性」を維持するため 

しかし!! そこで、私たちの研究内容は… 

ポスターの前にいる研究者がわかりやすく説明します 

「自分自身」で 
 子孫を残す場合  

「違う相手」と 
 子孫を残す場合  

自分と似たこども 自分とは違うこども 

♂ 

♀ 雌花 

雄花 

【雌花】 

雄しべが退化 

【雄花】 

雌ずいが退化 

様々な環境に適応！ 環境変化に適応不可 

不和合性や雌雄性のある 

果物では、受粉作業が必要 
花粉側因子    F-box 

 

雌ずい側因子 S-RNase  

 柿の花から… 

「雄花」にする遺伝子 OGI 
「雌花」にする遺伝子 MeGI 
 

発見・命名！ 
雄花 雌花 

雌ずい 

S-RNase 

花粉管 

RNA 

F-box 

花
粉
管 

①  

親 こども 

②  

親 こども 

♀ 
♂ 

自他を認識する 
遺伝子を発見！ 

 自分 と 他人 を見分ける仕組み 

多いときには 
一日中します… 

(出典：山形県農業総合研究センター) 



季節の変化を感知する「休眠」のふしぎ  
冬の間は、木も眠っている！？ 

自分の花粉じゃ 
受精できないの？ 

果樹のライフサイクル 果樹のライフサイクル 

  

休眠：秋から冬にかけて一時的に成長を停

止する現象。冬の寒さを防ぐ植物の防御機構。 
 

花芽分化：花芽（春に花が咲く芽）が成長
すること 

春 

休眠期 成長期 

秋 

季節に応じた生育パターン 

開花 結実 

伸長 落葉 

開花の準備は前年の夏から 開花の準備は前年の夏から 

夏 秋～冬 春 

休眠（分化停止） 花芽分化 萌芽・開花 

Ｑ．休眠から覚めるには？？ しかし、地球温暖化の影響により… 
Ａ．冬の低温が必要 

低温不足 ⇒ 春に開花・結実不良 

栽培地の南限北上 

例：リンゴ 1200時間、カキ 100時間 
  オウトウ 1200時間、モモ 1000時間 

特に、ニホンナシでは 

「眠り症」として問題となっている 

（杉浦ら、2002） （引用：気象庁ＨＰ） 

低温不足が深刻化 

休眠関連遺伝子の探索 休眠関連遺伝子の探索 休眠に関わる環境要因 休眠に関わる環境要因 
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休眠深度とPmDAM6は同調的 

複数の環境要因が存在するとされている 

【休眠の研究の難しさ】 
季節変化が関与＝複数要因、年周期での実験 
 

【今後の展望】 
候補遺伝子の機能解明、全ゲノムワイド解析 

温度条件を複数設定をし、遺伝解析 

PmDAM6 
同定 

植物ホルモン 
（ABA, GAなど） 

？ 

湿度 
（乾燥） 

日長 
（短日） 

温度 
（低温） 

？ 

複雑複雑  !!!!!!  
遺
伝
子
発
現 

PmDAM6 
組換え体 

成長抑制 

72 57 
25 

秋の 
低温で上昇 
する遺伝子 

冬の 
低温で低下 
する遺伝子 

秋に増加 

冬に減少 
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